
厚生労働省受託事業「若年者地域連携事業」

教室で仕事まなび「まちをつくろう」概要教室で仕事まなび「まちをつくろう」概要

[日　程]　平成20年6月～2月（2月以降の実施は相談させていただきます。）

　　　　　 授業2コマ～3コマ（応相談）

[対　象]　小学校4年生以上（応相談）

[定　員]　小学生3500人（定員に達し次第募集は締め切らせていただきます。）

[人　数]　1クラス～

[費　用]　無料

[場　所]　屋内（教室の中、人数が多ければ体育館など）

[準備物]　筆記用具、色鉛筆、ハサミ、新聞紙、ゴミ袋

[進　行]　当法人のスタッフをが進行いたします。

　　　　　先生方は、子どもたちの様子に目を配りながら、発言等を促したりしてください。

[スタッフ]　当法人の専門スタッフを派遣いたします。

　　　　　（クラス数、生徒数により、派遣人数を調整いたします。）

[打ち合せ]　 事前に日程や場所、人数、進行の内容の確認を行います。

　　　　　当日は、準備の為30分ほど前に到着しますので、そこで最終の確認を行います。

[お問合せ]　 06-6771-8264　特定非営利活動法人こども盆栽　担当：島津（矢野紙器株式会社内）

大阪府の小学生3500人を対象に、「仕事ってどんなものなんだろう？」を考え、

「あそび」を通じて学べるプログラムです。

今回は、「まちをつくろう」をテーマに、

こどもたちはダンボールを使って町を作ります。

こどもたちの憧れの職業や身近な職業を形にしていきます。

たくさんの仕事の役割や繋がりによって、出来上がっていく町を作ることで、

仕事がとても身近なもの、そしておもしろいものであることを一緒に学べるプログラムです。

※場合に応じて、行事やお祭りなどと組み合わせることも可能です。詳しくはお問い合わせください。

<組み合わせ実施例>

・工場見学や町を探検するプログラムとの組み合わせ

・地域のお祭りに参加し、ゴミ箱の設置や清掃作業体験との組み合わせ

・学校の行事などで使う出し物作りとの組み合わせ
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ま ち づ く り の 流 れ

導 入導

グ ル ー プ ワ ー クグ ル ー プ ワ ー ク

振 り 返 り振 り 返 り

●スタッフの自己紹介など。

●ダンボール箱を例に社会の物流に関わるお仕事の話をします。

●町の仕組みや仕事について考えてもらいます。

ここでは、日頃使っている身近な物も、自分達の手に届くまでに、たくさんの「仕事」を経てやってきていること

を、ダンボール箱を例に解き明かしていきます。

物流という切り口から、たくさんの働く人や機械、会社がつながり、お互いが支えあいながら社会全体が成り立っ

ているという事を伝え、自分達の住む町や、身近な仕事への興味や関心をもってもらう時間にします。

●チームに分かれます。（6～7人程度）

●導入での「まちの仕組み」を踏まえて、チームで自分達の町を作ってもらいます。

　どんな町にするかを話し合い、決まったところから作業を開始します。

●スタッフは、構造や作り方のサポートをします。

ここでは、導入で知り得た町の仕組みをふまえ、実際に自分達で町を作る体験をします。

「土地」に見立てたダンボールを使用し、それぞれの役割分担の中で、その上にお店や工場などを作っていきます。

自分のなりたい職業やあこがれの職業、あると便利だと思うお仕事を自由に発想して作ってもらいます。

 ●できた町を全部集め、大きな町にします。

 ●チームごとにそれぞれの町について発表してもらいます。

 ●全体の感想とまとめをして終わります。

製作したものをお互いに見ることで、楽しみながら振り返りをしていきます。

たくさん集まった町を見渡す事で、様々な仕事があることを実感してもらい、仕事と仕事がどう繋がっているのか

を考えてもらいながら、導入の内容と、手を動かしてしてきたことを整理する時間にします。

どんな
まちにしよ？

うまく
いかへんなあ・・

できた！

ねらい：社会の仕組みについて考えたり、想像していく力

ねらい：チームで考え、目標を決め、それに向かっていく力

ねらい：作ったものを発表する力、全体のつながりや大局を理解する力
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